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青木聖久氏（日本福祉大学教授・全福連理事）の情報提供です 

拝啓  精神科病床のことをはじめ、精神医療について研究を続けておられる、氏家憲章さん

から、病床利用率の実態について資料をいただきました。氏家さんより、拡散 OK と言ってい

ただいております。お知り合いにも転送ください。よろしくお願いします。 

名家連事務局：氏家氏に紙面の関係で再編集・挿絵挿入をご承諾頂き連載で掲載します。 

今年中にも７０％台突入が濃厚 
２０２３年 2月の病床利用率８０．６％ 

❖ 入院中心の医療体制の“崩壊の危機”が鮮明 ❖ 

＜ ４７都道府県別の病床利用率 ＞ 出典：「病院報告」２０２３年２月現在 

病床利用率 都道府県数  都道府県の実態 

９０％台 ０   

８０％台 
２４都道府県 

（５１％） 

後半（８５～８９％） 

４（１７％） 

富山８６.１％ 香川８６.１％ 群馬８５.５％ 

岐阜８５.９％ 

前半（８０～８４％） 

２０（８３％） 

北海道８０.４％ 秋田８３.８％ 山形８２.９％ 

埼玉８２.４％ 東京８２.１％ 神奈川８０.５％ 

新潟８２.８％ 石川８１.９％ 愛知８２.９％ 

三重８２.２％ 広島８４.０％ 山口８１.５％ 

徳島８３.２％ 福岡８２.９％ 佐賀８３.２％ 

熊本８１.０％ 大分８４.２％ 宮崎８２.４％ 

鹿児島８４.４％ 沖縄８０.７％ 

７０％台 
２１府県 

（４５％） 

後半１８（８６％） 

青森７９.０％ 宮城７７.９％ 栃木７８.０％ 

千葉７７.２％ 福井７６.２％ 山梨７９.３％ 

長野７７.８％ 静岡７７.５％ 滋賀７６,８％ 

京都７５.３％ 大阪７９.５％ 奈良７９.０％ 

兵庫７８.０％ 鳥取７７.３％ 島根７８.３％ 

愛媛７５.０％ 高知７８.７％ 長崎７８.１％ 

前半 ３（１４％） 岩手７３.４％ 茨城７４,０％ 岡山７４.６％ 

６０％台 ２県（４％）  福島６８.５％ 和歌山６８.１％ 

病床利用率の低下は今がピーク（どん底）ではない・今後も進む 
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次号は「在院患者の減少に伴う医療費削減」「政策転換」について掲載します 

❖ ８０．６％のブロック別の病床利用率 ❖ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年１２月８２.９％⇒２０２２年１２月８０.３％（-２.６％） 

    ❖ 在院患者ピーク時から約９万人減少 ❖ 

     定床も在院患者も後半は前半の３倍の減少 

＜ 定床と在院患者数のピーク時からの推移 ＞ 出典：厚生労働省「病院報告」 

❖ ２０２２年１２月全国の空病床は６万１千床 ❖ 

北海道の病床数１万９千床+東北６県の病床数２万７千床 

+四国４県の病床数１万４千床＝約６万床となっています。 

つまり、北海道・東北６県・四国４県の全精神科病院の精神科 

病床数、患者数が“ゼロ”に匹敵する規模の病床数が「空病床」 

となっているのです。 

 ８０％台 ７０％台以下 

北海道 １００％ ０％ 

東北６県 ２３％ ７７％ 

関東７都県 ４３％ ５７％ 

甲信越３県 ６７％ ３３％ 

東海北陸７県 ７１％ ２９％ 

近畿６府県 ０％ １００％ 

山陰山陽 5県 ４０％ ６０％ 

四国 4県 ５０％ ５０％ 

九州沖縄 8県 ８８％ １２％ 

 定 床 在院患者数 

ピーク ３６万２千床（１９９３年） ３４万９千人（１９９１年） 

２００６年 ３５万２千床 ３２万１千人 

２０２２年１２月 ３２万１千床 ２６万人 

減少数 ４万１千床 ８万９千人 


